
８.2023 年度 群馬県てんかん地域連携体制整備事業活動報告 
 

    独立行政法人国立病院機構渋川医療センター てんかんセンター長 髙橋 章夫 

 
１．概要 

昨年度よりてんかんの包括的診療、多職種連携を行うてんかんセンターとして脳外科より独立、当院の専門

疾病センターとして活動を開始したが、今年度は設備やシステムの拡充、対外的な市民啓発、患者教育、てん

かん学会やてんかん外科学会、JEPICA2024 での発表など、学会活動が活発に行われた。 

２．診療体制と設備等 

てんかん診療は脳神経外科医 2、小児科医 1、精神科医１の 4 名の常勤医、3 名の非常勤医（脳神経外科、リ

ハビリテーション科、脳神経内科）により行われている。群馬大学付属病院、当院と同じ渋川市内にある群馬

県立小児医療センターと連携して昨年度に引き続き移行期医療に力を入れており、標準的なてんかん外科手術

も行っている。てんかん診療支援コーディネーターは MSW、言語聴覚士、看護師の 3 名で構成されており、診

療連携、患者生活支援について医療福祉相談室、地域連携室とともに MSW が担い、言語聴覚士、看護師はてん

かん診療のサポートと、他のメディカルスタッフの教育に従事し、てんかんセンターのレベルアップを図って

いる。 

設備については、脳波計が増設され４台となり、連携施設から依頼の多い長時間ビデオ脳波モニタリングの

件数を更に増やすことが可能となった。モニタリング用のクリニカルパスが作成され、より効率的な運用によ

り病院経営にも貢献できている。今年度、病院の事業として HCU が開設となったが、ここでも急性期脳血管障

害や頭蓋内電極留置症例のモニタリングができるような仕様となっている。 

 

3．対外活動 

年度末に施行予定のパープルデーイベントに先駆け、今年度は下記の講演及び 

患者談話会を行った。 

・てんかんセミナー「てんかんを学ぼう―PART1―」 

2024 年 1月 27 日（土） 

テーマ：こどものてんかん、おとなのてんかん） 

                       講師 井田久仁子、高橋章夫 

終了後、てんかん患者及び家族がお茶を飲みながら自由に語り合う形式の談話会 

「えぴカフェ」を行い、時間を大幅に超過する盛り上がりで、今後も定期的に行うことになった（図）。 

 

MOSES については２回開催され、計７名の患者が参加、好評であった。 

 
当院はてんかん学会認定研修施設であるが、てんかんセンター所属の井田久仁子医師（当院小児科）が群馬県

で５人目のてんかん専門医となった。 


